


































































































































































































































































































































































































































浴場のタイプ 海水浴 人’二１ 約1200人(1994年）
標高 ０～20ｍ べ ツ ド数 約2000（1994年）
宗教 プロテスタント（福音教） クーアシーズン 通年（１月はやや厳しい）
レンダル 自転''1、ピーチ・ケ ジ クーアタックス ３ドイツマルク（約2001']）































































浴場のタイプ 海水浴、硫黄泉 人口 約4300人(1994年）
標高 ０～20ｍ ベ ツ ド数 約18000（1994年）
宗教 ﾌﾟロテスタント クーアシーズン オールシーズン
レンダル 自転車、ピーチ・ケ ￣ ジ クーアタックス ４ドイツマルク（約300円）
費用負担
自己負担通院者､クーアクリニック
(健康保険)、各種保険（Ａ○K，
BFA,差額保険)、適用可能施設
名所･見どころ 郷二上博物館
次世代型健旗づくりに|奥Ｉする考察と提案（その３）
海、そして白Iliの陰影の濃い建物は、人Ⅱ'１の心を清らかに|ﾘ]るくして、ＩＥ常な'情緒をもたらすので
ある。爾典なのは機能万能北義でなく、ナチュラルマインド（アンドリュー・ワイル）であること
が認識できた。ＩＥ規医学のみにとらわれず、｜]然療法（ナチュラルメディスン）を行い、ナチュラ
ルマインドをもっと活用してゆくことが、これからのわが圧|の|央学でも必要であるとの印象をギリ
シアの事例を見て有した。
Ｂ１コス島
小アジア海岸やトルコのポドルム（ハンカルナソス）に近いこの１１巴沃な島は、ドデカニサ諸島の
111ではロドス島に次いで大きく、ilil暖な気候と美しい風景に恵まれ、古代の遺物や1315ｲ'三から1522
ｲ|主までこの島の所有者だったロドス騎二khllDfZi残のものが数多い。この島の人口は約20350人。長
さ45km、lllm11km、lIIi積290kliの烏で、肢高峰は標高846ｍである。降水量は多く、水源も幾富で、穀
物、野菜、スイカ、かんきっ蛾、ぶどうを産し、養鶏も行われている。
島への交通は、飛行機がアテネから毎'１２～３便（冬はｌ～２仙)、ロドス島から週に２～３便
１１}ている。船はピアレルからフェリーが、夏には毎日11}航（冬は６～７日毎）しており、所要約１４
時'''1で夜着（パトモス、レロス、カリムノス各烏経由）となる。ロドス島からのフェリーは、夏に
は毎日１１}ており、所要４時''１１である。原IIllとして、夏はトルコのボドラムとの間に連絡船がある。
年ⅡH人込み客は55万人（廷宿泊数)。多くがドイツ人、イギリス人で、ベッド数は７〃床、平均
滞在日数は７～15日、ヨーロッパ各地から週に120便のチャーターが到着する。ジャンボも着陸で
き、霧以外には滅多に欠航しない。
島の甘祁で、中心的リゾート地でもあるコス市には、イスラム少数派の住人が多い。また、壮腿
な騎士'１１の城が見守る入江の奥にあるマンドラキ港やカフェのテラス、シュロの散歩道、赤いハイ
ビスカスの花咲く公園など魅力は尽きない。
カラヴィアピーチには、質・錨ともに妓高のホテルがある。鳥の半島にある天然の海岸洲泉が素
lIi1iらしい。
Ｂ２・ニシロス島
ニシロス烏は、コス鳥と船で結ばれた人口900人、mli積401《'iの休火|l｣の島である。Ⅱ|が多く起伏
に富み、昔はロバのみが交迪手段であった。今でも地温が尚く、犬然の火山熱サウナともいえる洞
而がある。大きな２つのピークにIlllまれた'噴火'二1は、現在休火'|'となってはいるが、マグマが10～
８km位まで｣こがってきており、岐近ではｲUi曰のように地震があり、未ｲ1主あたり爆発かともいわれて
いる。火[|にはいたる所に親指人の穴があき、強い硫黄臭のする蒸気が立ちのぼっている。地卜に
は端泉があるという。また、）iIil辺にはI耐ifとクリスタルが散乱している。ホテルにある海水プール
れは簡素ではあるが、ヘルスアップ効ﾉﾉについては絶大である。
島には端硫黄泉があり、６｣]～10)三]までオープンしているiIi{浴場もある。火'|,の麓の海岸際に柵
－２９－ 
法政大学体育研究センター紀要
浴施設がある。施設は1885年に設立され、1910年に改築されたものである。年１１Mの浴場使111者数は
5000人である。湯治客は平均で１人15～201三|滞在し、400人栂度が１年（ｲI111fl延べ利Ⅱ]5000人（回)）
に利用する。３２室64ベッドがあり、１１|]素ｉｌと|まり3800ドラクマ（約180011]）である。また、人湯料
(ビジター）は１回550ドラクマである。食事は原lIlI的に'二1炊だが、レストランもある。システムは
泊まって療養する方式。１２室の個室の浴梢があり、湯iiHlは自分で調節して20～25分入る。妓後は湯
が抜けたら１１}て30分llLIjの休憩をとる。入浴は１１三111Ⅱ|が良いとのこと。効能は、リウマチ、ネ'１１経病、
筋肉痛、腰痛などで、かなり濃い塩硫黄泉である。従業員６名で運営している。保険も通１１１となる
が、llMi種により異なる。
９．まとめ
あらゆる４'三物は海から誕LI1た。人類も例外ではない。現代の技術文Ⅲ1は、物質的な豊かさをも
たらしたが、|可時に人間の大切Ｍ三命力・活力・創造力を脅かしつつある。四方を海にlJl|まれた日
本の離島には、手つかずのに|然環境（海、海浜、'11、森林など）が残されている。｜=|然環境のみな
らず、人の心の温かさ、心の通じ合った人と人との絆も残っている。そのような離島の環境におい
て、人と自然、人と人との触れ合いの'二|]で人IlMの本来有している１ｺ然治癒力をひきだしてゆく。人
間が|斗然の'１｣で自らを取り戻し、他flIを創り１１}すのに1111想的な条件を有している離島で、老若yj女
||｣'１わず、誰もが「明るく、楽しく、たくましくLliきてゆく」ことが今後の重要な課題である。
これらを可能にしてゆくには、スーパーシステムである。人|Ｍ１の免疫学をはじめとするシステム
については、より詳しい研究をして健康と疾)ijjの境界伽域について、さらに解lﾘＩして単に身体的な
ⅡⅡ題ではなく、人'''1のオールラウンドな存在としてとらえてゆくことが必要であろう。
－３０－ 
